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星　座　の　諜　名
東京野尻抱影
　山本愈長が提案された天文用語の整理の中，特に星座名の邦諜に就いては，
僕の胸にぴしぴしと磨へたものが多く，また從來の著書や時折りの雑筆の面
目からも，油然一日も早く愚見を披歴すべきだった．事實あの提案を拝見し
たその晩，多少・．、昂奮を以て草稿を作ったのだが，その後様々の事情に妨げ
られて永い間禮を失してみた．こsに磯表するのも雑感といふに終るのを曇
れる．
　現在，日本天文學會で用みてみる星座の邦語は，僕なども學生時代から頭
に認みこんでみるもので，一々の字や音にまで胱に根張い語感を生んでみる・
それに同好の聞ではこれらが永年の合言葉になってみるのだから，成るべく
「士在高の面一を尊重して行きたい。しかし，一端あkいふ當然な主張が叫ば
れた以上は，寸志や拙繹，特に誤記は一一一　Nも早く改めるのに贅成する．
　L天文月報「の第一巻第七號（明治四十…一年十月一日）心行の雑報を見ると，
星座早見及び天文月報の星座名に封ずる會員の質問に答へて，しひ・き「氏は
L繹語會（六七人4）同志者の直言）にて假に定めたるものにて，不統一なれど
も未だ決定したるものなき爲め…時的に使用したるものに過ぎす候．同禽は
目下猫縫績して術語の研究申なれば，近き中に決定的の名繕を獲表し得る事
と存候．■　云々と記して，アンドロメダとかオリオンとかいふ類の名には，
紳話を引いて賊軍な説：明を與へて居られる．恐らく，これらの澤語にはその
．閣р撃鴛ｶ部省で編纂した天文書や，海軍水路局の星座案内書の漏話を論考にさ
れただらうことは臆測される，僕は今かういふ書物を座右に備へてるないの
で，比較し得ないことを遺憾に思ふ．
　その第一巻時代の天岡と，現在のL天文月報』製表紙の星座岡と比べても，
その後L決定的の名稽「が獲表されたことがあったのだらうが，僕は知らない
し，星座名の攣ったものは幾らもない．L牧夫一iがし牛飼■に，　L寳瓶■がし水瓶「
に，し北冠「がし冠　1に，L米蕃1がL印度人■に塗ったのなどが目につく程度であ
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る．かういふ課で，僕などまだ研究の淺V・眼から見ても頭をひねらされる星
座名もそのま玉残ってみると思ふ．同時に山本會長案にも俄かに承服しかね
る言睾名もあるので，以下，便宜上の順序で卑見を述べ，弓長及び會員諸賢の
高批を仰ぐことNする・．
　海蛇（Hyclra）これは會長奨案のヒドラに同感である．へ1ルクレ1スが
退治した頭が九つある神話的怪物の名で，到底邦繹は輿へられなV・．：叉，海
には何等胴係はない．L海蛇’Tlと諜したのは英課のWater－Snake（水蛇）から
　來たものと思はれ・る・最：近Ansell　Robh〕の“Animal　Lore　ill　English　Litera－
ture　”?P責んだら，　LHydraとhy（1－i『usとは匿別すべきで，前者はHercules
の．退治した怪物に限られ，後者はギリシャでは必ずしもWater－Snakeに限ら
す，一般のSnakeをも指して言ってみたiと記してあった．この理由で，小
海蛇（Hydrus）を水蛇と三三する増長案も正しいのである．
　ペガスス（PegaSus）これは倉長はL刷［馬ペガス「として提茉されてるるも
の，しかし僕は前記海霊水路局の澤名で見たし翼馬1か，むしろ昔からある
L天馬］でv八と思ふ・法1逢寺町納の御物銀瓶や正倉院の御物の模様でも廣く
知られてみる饗の生えた馬で，L天馬ηの名ですぐ眼に浮ぶ筈である．祠i馬
（しんめ）の感じとは大分違ふやうであ筍．
　テ1ブル山（Mons　Mensae）これは致し方がなV、と思ふ．　La　CailleがCape
TQwnで南天を研究観測した紀念に，あすこのTILble　MOuntahユの名を探用
した星座である．地目を見てもしテ1ブル「山と出てみる．LZF山「の改稻はこ
の回歴を忘れさすことになりはしまいか．
　望速鏡（Telescopium），顯微鉦（Microsco）1　ium）　この二丁座も前記La　CailIe
の設けたものである，しとほめがね「と改回することは，なるほど十八世紀時
代のまだ素僕な機械を床しく偲ばせるが，文政六・1二（1823＞．出版のL遠西凝象
旧説コには既に望虹銭の語が現れてみることを纂げて，L顯’微鏡「に封ずる池
田政晴氏の御意見（三月號）を併せて，これら二星座の名は現在のまSでV・　S
と言ひたV・．
　牛飼（Bo（S　tes；）これは元．來し牧夫コ（ぼくふ）であったのが改褥されたもの
で，會長案では元のまSの牧夫でしまきを「と呼ばうとする．乖中話で熊を逐
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ふ二夫と見る他に，ロ1マ時代には北斗七星を二一と見てTriollesと呼び，
B〔〕6tesをその駅者とする見方があった．これに依ったものとすれば，牧去、
牛飼どちらでもV砥．た9t，　しまきを一1といふ言漿は人名に使ふ以外には辞典
にないやうに思ふし，あっても和語になり過ぎて，却って耳遠くはないだら
うか．そして，もし大熊座との示申話的聯絡を考へるならば，Arcturus（Bear－
Driver，　Bea］’一XNfatche］’）の意味をとって，L武並ひ「或ひはし熊番「座とV・ふこと
を主張したV・．B（x’i　tesα）語原は異説1硲々である．
　りょう，おほくま，こくま，は標準語を墨守するのではないが，しり．ゆう．■
しおほぐま「kこぐま■といふ方が，より一般的で言ひ易いのかと思ふ．L撫犬一1
は塑一望V・ぬに贅成する．風紀，南冠等も祈論がいSやうに思ふが，聞延びの
する難がある．僕個人としてはしなんずよ’1の名が簡潔だし，特に音が好き
で，六十記で讃んだ聖徳太子の未來記の中にもこんな字があったと記憶する・
　僕はこの他に蛇遣（Ophiuchus）がどうも熟しない課語だと思ふ．笛を吹v・
て蛇を踊らす印度人を思っていけない，英諜ではSerpent－Holderである．語
呂の似てみるL蛇掴み一］では拙いだらうか．右團次の家前面．つかみを想ふ地元
の．博≠ｪ多からうが，實はあれからである．支那課のL持島回■はうまい．
　．三」ッ：Z二（Crater）凡そ散文的な言睾名である．英詳のCupをかう繹したのだ
らうが，これではギリシアで酒と水とを混ぜて容れた，磁歪．のある雲竜とい
ふCraterとは頗る縁が遠い．幸ひスポ1ツの優勝カップの形がよく似てみる
し，在來の鐸名も生きるからしカップnと改めたらV・　kと思ふ．
　アンド・メダ（Andron）eda）山本會長はこれをしアンド・メ「と凄むことに
L女．．1の字を感ずるとされ，Lアンドロメダ「と詠むことをラテゾ五にごだはり
凪ぎると言はれる．伊などはしメ「にし女「を感ぜす，叱る時の1．．奴「（め）の方を
思ふが，これはドロ仕合ひだらう．それよりも僕は，外商人も厘ヒV・ふやう
に，このa，Oresaの四．母音を含み，　aで始まってaで終る音律美を捨て難
く思ふ．そしてsの男性語尾に剃’してaが女性語尾であることは，日本語
の彦（ひご）に封ずる姫（ひめ）のしめ「と同じく，さう自由に切り取れるとは思
へない．無論この正しい三音はアンドロメ】ダで，拙著L星座榊話「にもさう
書き表はして高いた．
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公がタ1レスとして誇まれぬThalesさへが正しくはしタレ1ス1である・た
y・この際・弓長の再訂を仰ぎたVO一事は，ケフェウスICepheus）やケンタウルス
（Centaurus）のce，星名でZil．Eキオ1∠（Procyo11）のcy乃至ciをLセ■Lシ「
と高音すべしとの提案である．
　これに就いてはL千年昔のラテンではkと。と同様だつたが，今ではラテ
ン系の轟葉は殆ど例外なく可成り自由に「かう噛むと言はれてるる．しかし
少くも僕の知る範園で日本の大學專門墨校では，cをLカ「行田，　gをLガ「行
音に教へてるる。またCambridgeのUniversity　Pressの‘‘Tlle　Restored　Pro－
noullciation　of　Greek　and　Latin”（1921）には
　　　　　　　c　always　as　cat，　kitten
　　　　　　　g　always　as　．cret，　gone
とあるし，市河三喜博士著Lギリシャ，ラテン語初歩「にも第一頁に。をkと
譲むことを最も注意す可き黙とされてみる．さも無くともScipioはLスキビ
ォ■CiCerOはLキケPt　■として今爾断二叉の歴史でも教へてるる筈である．
　しかし終わにプレイアデス（Pleiades）をプレヤデス，カシォペイァ（Cassio－
peia）をカシオペヤと応需すべしとの御論には…言もない．上記の書にもラ
テンのiは子音で一ia＝一yaである．これは，ラテンの原音を示してみる
血合は拙著のものもかう訂補しなければならない．但しギリシャ温みを話芸
した揚代には，HomerでもIiesbdでも一iaは濁立した一i－aである．
プレイアデス，カシオ（財アも誤りではない，（會長よ，老捨なりと叱り給ふ
こと上れ．）
　筒ほ一　iaを一yaと獲音するならば，事のつひでに，ラテンの一euは
英語のnewのewの如く獲音するも可なりといふ説を探用しては如何であ
らう．いつぞや東京天文豪の水野三二氏は放逸の際，Lペルシュ1ス，いや，
ペルセウズと言ぴ改められたことがあるが，一eu＝一ewならば，ペルシュ
1ス，ケフユ1スみなOK：である．叉どれほど爵ひ易いか知れないと思ふ．
　僕の妄言は許された閾を越えたかと思ふが，最後にもう一つごろた石を投
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げ込む非禮を許されSば，星名のα，β，γ，δ＿＿＿＿を思ひ切ってその儘の
三音で使用し，紛はしいしア星■Lが星「を止めて戴きたいのである．大多数の
三三諸氏は英語を諌まれる人々で，從ってこのalphabetとその三音を畳える
ことはさして困難ではない．代数の本でもその一一一一端は教へられる．最初から
一三に箆えてしまふ方が星圃を見るにも二重の手激が省ける．且つLアーILガー1
等々の片假名は活字の聞に混ると，ゴシックでもない限り，印象が弱いし，
誤植をも免れ難いと思ふのである．妄言多罪．（4．21）
天文用語に朝する私見（5）
　　　（特に野尻氏の女に答へて一i）
山　本　一　清
　近來，天文々學界に活躍せられる野尻氏の星座の名につv・て愚見に封ずる
御高説は，かねてから大に期待してみた所である．從って，別頁の如き同氏
の玉稿については敬意を以って讃んだ．さすがに老練家であるため，自分の
如き者の眞意をよく了解せられ，多くの黙に於いて，同意して下さるのを嬉
しく思ふ次第である．
　氏の御意見を拝見して見ると，HydraをLヒドラー】，　Hydrusをしみつへび「
に御同意して下さるのは喜ばしい．
　Pegasusは，愚見によれば，祠i回しベガスー！であって，　Ll帥馬ペガズー1では勿
論ない．帥ち“示巾馬”は説L弱語である．我が日本語には時々このやうな説明
語の必要を感じる．何となれば，輩にカタカナだけでは，人名だか，地名だ
か，叉は其の他の特種な言葉だか，判明しない（殊に，漱米と全く異なった
歴史や人情や，風習や傳統を持ってるる我が日本人にとっては）ため，第”
印象の混齪する揚合が多いから．
